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1．は じ め に
2018年度より，小学校において道徳が教科化され
る。新しい「特別の教科道徳」をめぐり，教科書や評
価をめぐる問題への社会的関心は高い。また道徳教育
を通じて愛国心を培うことについて，これまでも高い
関心が寄せられてきた。そうした状況の下，片や社会
科の学習指導においては，従来より「地域社会・国土
・歴史への愛情」が教科の主たる目標の一つとして設
定されてきたことは，どれほど知られているのだろう
か。
本稿は，我が国の社会科教育の目標に示された「地
域社会・国土・歴史への愛情」を育む授業実践を検討
するための手がかりを得ることを目的としている。
「地域社会・国土・歴史への愛情」は，現行の教育基
本法に教育の目標の一つとして定められ，学習指導要
領に教科の目標として明記されている。グローバル化
が進む社会に対応する「生きる力」として，さらには
公民的資質の基礎として身につけることが目指されて
おり，学習対象への理解を通じて培われるものである
と位置づけられている。この項目は，道徳教育と同様
に，愛国心やナショナリズムと教育，政治と教育が関
わる問題として，これまでも数多くの論者が関心を寄
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せ，議論が重ねられてきた。ところが，社会科の目標
として設定されたこの項目を達成する具体的な手立て
・実践にまで目を向けている研究は著しく少ない。そ
の理由は，そもそも「愛情」を培うことを主眼とした
実践自体が少ないのか，研究者や実践者が意図的に関
心を向けていないのか，もしくは，研究課題として取
り上げる上での何らかの困難があるのか，定かではな
い。
そこで本稿では，まず第一に，現行の学習指導要領
及びその解説書において説明された内容から，「地域
社会・国土・歴史への愛情」項目に関する問題整理を
行う。第二に，「地域社会・国土・歴史への愛情」の
項目に関して，愛国心や愛着などを含めて，これまで
になされてきた議論や論点を確認した上で，「地域社
会・国土・歴史への愛情」についての筆者の考え方を
提示する。第三に，地域社会や国土への愛情を育む具
体的な社会科授業実践及びそのあり方について，見通
しを示したい。
2．学習指導要領における「愛情」項目
現行の学校制度下で整えられた小学校社会科教育の
目的は，「公民的資質」の基礎を養うことである。小
学校の授業として実施される教科教育は，文部科学省
が作成した学習指導要領によって学習内容の大枠が定
められ，その枠組みに沿う形で教科書が作成され，文
部科学省による検定に合格した教科書のみが採択の対
象となる。学習の目標や内容について，ナショナルな
レベルでコントロールがなされることで，一定の「公
民的資質」が育成されることが担保されていると言え
る。
学習指導要領は概ね 10年ごとに改訂が重ねられて
おり，2017年 3月に新たな小学校学習指導要領が公
示され，2020年の完全実施が予定されている。まず，
現行の学習指導要領に定められた小学校社会科の目標
を確認すると，以下の通りである。
【平成 23（2011）年度より完全実施の学習指導要領に
おける小学校社会科の目標】
「社会生活についての理解を図り，我が国の国土と歴
史に対する理解と愛情を育て，国際社会に生きる平和
で民主的な国家・社会の形成者として必要な公民的資
質の基礎を養う。」（※下線は筆者による。以下同
様。）
この目標は，具体的な授業計画において，どのよう
な学習活動に落とし込まれているのであろうか。2017
年現在における現行の学習指導要領に基づいて，社会
科の学習単元や授業を計画する際は，（1）認知に関す
る目標〔社会的知識・理解〕，（2）能力目標〔観察・
資料活用，社会的思考・判断〕，（3）情意目標〔関心
・態度，心情・意欲〕の 3つの観点別目標を設定する
必要がある。授業内では，それぞれの目標に対応する
学習活動を配置し，項目ごとに評価の規準を設定して
おく必要がある。ここでは，参考までに，寺本
（2011）による第 3, 4学年単元「わたしたちの県（都
道府）の様子」における評価規準を例示する。
（1）社会的事象への関心・意欲・態度
・県（都道府）の地理的位置，地形や産業，県内の特
色ある地域の様子，国内の他地域や外国とのかかわり
などに関心をもち，意欲的に調べている。
・自分たちの住んでいる県（都道府）の特色やよさを
考えようとしている。
（2）社会的な思考・判断・表現
・県（都道府）の地理的位置，地形や産業，県（都道
府）内の特色ある地域の様子，国内の他地域や外国と
のかかわりについて，学習問題や予想，学習計画を考
え，表現している。
・他県とのかかわりや位置関係を考えたり，県（都道
府）内の地域の特色を相互に比較したりして，自分た
ちが住んでいる県（都道府）の特色を考え，適切に表
現している。
（3）観察・資料活用の技能
・地図や資料を活用したり，インターネットを活用し
たりして，県（都道府）の様子について必要な情報を
集め，読み取っている。
・調べたことを白地図や年表，作品などにまとめてい
る。
（4）社会的事象についての知識・理解
・自分たちの住んでいる県（都道府）や市（区町村）
の地理的位置，47都道府県の名称と位置，県（都道
府）全体の地形や主な産業の概要，交通網の様子や主
な都市の位置を理解している。
・県（都道府）内の特色ある地域の人々の生活の様子
を理解している。
・県（都道府）内の人々の生活や産業と国内の他地域
や外国とのかかわりを理解している。
上記の整理は，現行の学習指導要領に基づいたもの
であるが，（1）に示された関心・意欲・態度の項目は
学習に取り組む姿勢に関するものであり，愛情を育て
ることが目指されているわけではない。また「自地域
のよさを考える」ことは，結果的に愛情を含む情意的
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な要素を伴う可能性があるが，ここでは主に考える姿
勢自体が目標化されている。また（4）に示された知
識・理解の結果として，無条件に「愛情」が培われる
とも考えにくい。
続いて，移行期間を経て 2020年完全実施が予定さ
れている新しい学習指導要領に示された小学校社会科
の目標は，以下の通りである。
【平成 32（2020）年度より完全実施の学習指導要領に
おける小学校社会科の目標】
「社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり
解決したりする活動を通して，グローバル化する国際
社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の
形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次の
とおり育成することを目指す。
（1）地域や我が国の国土の地理的環境，現代社会の仕
組みや働き，地域や我が国の歴史や伝統と文化を通し
て社会生活について理解するとともに，様々な資料や
調査活動を通して情報を適切に調べまとめる技能を身
に付けるようにする。
（2）社会的事象の特色や相互の関連，意味を多角的に
考えたり，社会に見られる課題を把握して，その解決
に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする
力，考えたことや選択・判断したことを適切に表現す
る力を養う。
（3）社会的事象について，よりよい社会を考え主体的
に問題解決しようとする態度を養うとともに，多角的
な思考や理解を通して，地域社会に対する誇りと愛
情，地域社会の一員としての自覚，我が国の国土と歴
史に対する愛情，我が国の将来を担う国民としての自
覚，世界の国々の人々と共に生きていくことの大切さ
についての自覚などを養う。」
2016年 12月の中央教育審議会答申「幼稚園，小学
校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要
領等の改善及び必要な方策等について（答申）」をふ
まえ，2017年 6月に上記の「小学校学習指導要領解
説 社会編」が公示された。改訂後の学習指導要領
は，現行の学習指導要領に比べて，身に付けるべき力
がより具体的に示され，「公民的資質」の中身がより
明確に示されている。今回改訂された学習指導要領に
おいては，従来より標榜されてきた「生きる力」の中
身を具体化した三つの柱として，①知識及び技能，②
思考力・判断力・表現力等，③学びに向かう力・人間
性（同解説書 3 p）が示されているが，上記（3）は指
導要領全体における 3つの柱のうち，③に該当するも
のである。
目標の（3）に関しては，「こうした「社会的な見方
・考え方」は，社会科，地理歴史科，公民科としての
本質的な学びを促し，深い学びを実現するための思考
力，判断力の育成はもとより，生きて働く知識の習得
に不可欠であること，主体的に学習に取り組む態度や
学習を通して涵養される自覚や愛情等にも作用するこ
となどを踏まえると，資質・能力全体に関わるもので
あると考えられる。」（同解説書 6 p.）と説明されて
おり，さらに，以下のような説明が付されている。長
文であるが引用する。
③ 「学びに向かう力，人間性等」に関する目標
「学びに向かう力，人間性等」に関する目標について
は，第 3学年，第 4学年，第 5学年，第 6学年の目標
の（3）にそれぞれ示されている事項が該当する。「学
びに向かう力，人間性等」に関する目標は，「知識及
び技能」や「思考力，判断力，表現力等」に関する目
標において示されている事項と密接に関連しているも
のであり，児童の発達の段階を踏まえて，それとの関
わりで系統的，段階的に示されている。
「学びに向かう力，人間性等」に関する目標を学年順
に示すと，次のようになる。
○第 3学年，第 4学年
・社会的事象について，主体的に学習の問題を解決し
ようとする態度や，よりよい社会を考え学習したこと
を社会生活に生かそうとする態度を養う。
・思考や理解を通して，地域社会に対する誇りと愛
情，地域社会の一員としての自覚を養う。
○第 5学年
・社会的事象について，主体的に学習の問題を解決し
ようとする態度や，よりよい社会を考え学習したこと
を社会生活に生かそうとする態度を養う。
・多角的な思考や理解を通して，我が国の国土に対す
る愛情，我が国の産業の発展を願い我が国の将来を担
う国民としての自覚を養う。
○第 6学年
・社会的事象について，主体的に学習の問題を解決し
ようとする態度や，よりよい社会を考え学習したこと
を社会生活に生かそうとする態度を養う。
・多角的な思考や理解を通して，我が国の歴史や伝統
を大切にして国を愛する心情，我が国の将来を担う国
民としての自覚や平和を願う日本人として世界の国々
の人々と共に生きることの大切さについての自覚を養
う。
これらのことから分かるように，「学びに向かう力，
人間性等」に関する目標については，各学年の内容に
相澤亮太郎：小学校社会科の学習指導における「愛情」目標とその実践 １７
応じて繰り返し養う「社会的事象について，主体的に
学習の問題を解決しようとする態度や，よりよい社会
を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態
度」と，各学年の内容に関連した思考や理解を通して
涵養される愛情や自覚などについて示されている。愛
情や自覚などについては，第 3学年及び第 4学年で
は，学習する生活舞台が市や県などの地域であること
から，地域社会に対する誇りと愛情，地域社会の一員
としての自覚を養うことを，第 5学年では，学習する
生活舞台が我が国の国土であることから，我が国の国
土に対する愛情，我が国の産業の発展を願い我が国の
将来を担う国民としての自覚を，第 6学年において
は，我が国の政治や歴史，グローバル化する国際社会
における我が国の役割を学ぶことから，我が国の歴史
や伝統を大切にして国を愛する心情，我が国の将来を
担う国民としての自覚や平和を願う日本人として世界
の国々の人々と共に生きることの大切さについての自
覚を養うことを求めている。なお，我が国の国土に対
する愛情については，身近な地域や市，県の様子につ
いての指導を踏まえて，我が国の国土の地理的環境と
そこで営まれている産業の様子などの理解を図り，我
が国の国土に対する愛情を育てることをねらいとして
いる。また，我が国の歴史に対する愛情についても，
市を中心とした地域の人々の生活の変化や県を中心と
した地域の伝統や文化，地域の発展に尽くした先人の
働きの指導を踏まえ，我が国の歴史に対する理解を深
めるとともに，我が国の歴史に対する愛情を育てるこ
とをねらいとしている。
以上のように，我が国の国土と歴史に対する愛情
は，地域社会や我が国の国土の地理的環境，産業の様
子及び先人の働きなどについての学習を通して育てら
れるものである。小学校社会科は，身近な地域や市や
県についての理解を深め，地域社会に対する誇りと愛
情を養うとともに，我が国の国土と歴史に対する理解
を深めて，それらに対する愛情を養うことをねらいと
しているのである。（同書 28-29 p.）
以下，参考までに，現行及び改訂後の学習指導要領
の基底をなす平成 18（2006）年に改正された教育基
本法の第二条を示す。
第二条 教育は，その目的を実現するため，学問の自
由を尊重しつつ，次に掲げる目標を達成するよう行わ
れるものとする。
一 幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度
を養い，豊かな情操と道徳心を培うとともに，健やか
な身体を養うこと。
二 個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造
性を培い，自主及び自律の精神を養うとともに，職業
及び生活との関連を重視し，勤労を重んずる態度を養
うこと。
三 正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と協力を重
んずるとともに，公共の精神に基づき，主体的に社会
の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養うこ
と。
四 生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与
する態度を養うこと。
五 伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我
が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重し，国際社
会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。
社会科における目標の設定も，現行の教育基本法に
則ったものであり，今回の学習指導要領改訂によって
明記された（3）の態度項目は，平成 18（2006）年の
改正によって加えられた教育基本法第二条の五との連
続性を見いだすことができる。
以上のように，小学校社会科の学習指導要領におい
ては，明確に愛情や自覚に関する態度目標が定められ
ており，それらは「理解を通じて培われる」ものであ
ると位置づけられている。しかし，実際の授業構成や
評価計画において，「愛情」項目に対応する内容が十
全に準備されているとは言い難い。また「愛する／愛
情」とは具体的には何を指すのかについては，学習指
導要領や解説書において十分な説明がなされていな
い。それでは，「地域社会・国土・歴史への愛情」と
は一体何であり，それらは「理解を通じて培われる」
ものなのであろうか。
3．「地域社会・国土・歴史を愛する態度」
とは何か
先述したように，「愛情」の項目は，学習指導要領
の内容を規定する教育基本法（第二条第五項）に明記
されている。2006年に改正された教育基本法をめぐ
る議論を振り返れば，「愛する態度」が，戦前の教育
勅語に示されたような，「国＝天皇に奉仕する態度」
であることが強く意識されているとの指摘がある（高
橋 2004，市川 2011）。しかし，教育勅語と通底する
「愛情」の解釈が現在の学校現場に広く浸透している
とは考えにくく，ましてそうした考え方に基づいた学
習活動が徹底されているとは言いがたい。そうした現
状をふまえつつ，本章では，「地域社会・国土・歴史
への愛情」とは何であり，それらはどのように培われ
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るのかについて検討したい。
社会科教科書における歴史に関する記述と愛国心教
育の関わりは以前より指摘されてきたが（高橋
2004），社会科において扱われる領域全体から考える
と，第二次大戦や領土問題に関する記述のみによって
「地域社会・国土・歴史を愛する態度」が育つとは考
えにくい。さらに，社会科学習の範疇には収まらない
が，1999年に制定された国旗国歌法によって「地域
社会・国土・歴史への愛情」が培われるのかと問われ
た時，その強制性や「内心の自由」をめぐる問題（西
原 2006）は大きいものの，それらを通じて「愛情」
が育つのかどうかについては，やはり疑問が残る。
愛国心教育が論じられる際には，必ずといってよい
程に取り上げられる上記のような議論は，それぞれに
重要である一方で，実際の小学校社会科教育の実践に
どれほど根ざし，どれほどに「地域社会・国土・歴史
への愛情」を培うのかという実践的な問題とは若干乖
離していると言わざるを得ない。藤田（2008）によれ
ば，1958（昭和 33）年の学習指導要領改訂では「郷
土や国土に対する愛情」がいわれ，1968（昭和 43）
年改訂では「郷土や国土に対する愛情」と「我が国の
歴史や伝統に対する理解と愛情」が示されている。社
会科教育においては，かつて，郷土意識と愛国心のつ
ながりを強く意識し，郷土教材の掘り起こしと活用を
進めた郷土教育運動が知られるが，戦後は，心情的な
意味合いが強い「郷土」という用語を用いず，社会科
においては地域という言葉が多く使用されるようにな
ったとされる（森分・片上 2000）。森分（1978）は，
社会科は事象や出来事を説明する力の習得に注力すべ
きであり，態度形成は目標として設定すべきではない
と主張したが，「愛情」や「自覚」を育む項目は教科
の目標として設定され続けており，改正された教育基
本法にも心情的とされた「郷土」の文字が加えられ，
新たな学習指導要領でも，前章で述べたように，「学
びに向かう力・人間性」の項目に態度形成の目標が設
定されている。寺尾（2012）は，平成元年度版の学習
指導要領以降，そうした傾向が強く見い出され，「態
度主義社会科」によって，社会科が「本来の特性であ
る科学的社会認識を通して市民的資質を育成する教
科」から遠のいてしまう危険があると批判している。
こうした批判的な見解も見られるものの，社会を形成
する主体の育成を強く意識したシチズンシップ教育の
概念が浸透していることを考えると，社会に関心を持
ち，積極的に関わろうとする態度を育成することの重
要性については十分に認識できる。むしろ，個人主義
的態度の徹底に伴う社会への無関心の問題が大きいこ
とを考慮すると，「愛情」という目標は，社会を理解
した結果身につくものとして設定するだけではなく，
社会への関心が高まった結果表れるものとして位置づ
けることができるのではないかと筆者は考えている。
第 2章で述べたように，現行の学習指導要領において
は，観点別評価における「関心・意欲・態度」の項目
は学習過程に現れるものであり，知識・理解の定着の
ように，学習の結果としては評価し難い側面がある。
改訂後の新しい学習指導要領における「学びに向かう
力・人間性」の項目においても同様であろう。そのよ
うに考えれば，「愛情」項目は，学習活動を終えた後
も，学習対象に関心を持ち続けることを目標化してい
る文言でもあると位置づけ直すことで，具体的な授業
実践を考えやすくなるのではないだろうか。
4．隣接諸分野における「愛情」や愛着
かつて清水幾太郎は，日本人の愛国心を取り上げた
論考において，国への愛情の起源について，「自分の
国に対する特別の愛着，これに対する奉仕の心構え，
これは誰に命令されなくても，自然に持っている気持
ち」であると自然発生主義的な理解を示す一方で，教
育のあり方にもそうした認識の起源があるのではない
かと示唆した。それでは，現在の日本国内では，どの
ような愛国心が培われているのだろうか。現代の日本
人の国民意識に関する調査（村田 2014）では，日本
人であることを誇りに思う場面は，国際的なスポーツ
選手の活躍，ノーベル賞等の科学技術や文学・芸術分
野での活躍が挙げられている。回答者の 9割以上が日
本に愛着があり，6割が愛国心が必要と答えている
が，その愛国心の傾向を見れば，外国人への排外主義
的な傾向は見られず，他国との対立や摩擦も望んでい
ないという。ここで示された国民意識の中身は，国際
的に評価が得られているものであり，かつ，メディア
等を通じて広く知られる分かりやすいものである。こ
うした調査は，現在の国民意識や愛国心が，必ずしも
学校教育を通じて培われているものではなく，まして
「地域や国土，歴史への愛情」が強く認識されている
わけではないということを明らかにしている。愛着の
スケール別に，市区町村，都道府県，日本，アジアと
4つの異なるスケール別に愛着を尋ねた問いに対して
は，「日本にとても愛着がある」と回答した人が 60％
であるのに対して，「市区町村や都道府県にとても愛
着がある」と回答した人は 35％程度であった。つま
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り，ナショナルなスケールへの愛着が，市区町村ない
しは都道府県への愛着に優越しているという結果は，
同心円拡大主義的な考え方が根強い社会科教育におい
て想定されている「ローカルからナショナルへ」とい
うスムーズなスケールアップは，実際には難しいこと
が示されていると指摘できる。
学習指導要領や解説書に示された「愛する／愛情」
という言葉の中身が厳密に定義されていない以上，他
の用語との類似や相違を論じることは困難であるが，
これまでに示されてきた地域への愛着に着目した論考
をいくつか参照してみたい。地理学者イーフー・トゥ
アンは，人間による環境への反応や知覚に注目し，
「トポフィリア＝環境への情緒的なつながり」が自然
発生的なものであると位置づけ，計量革命が捉え得な
い豊かな世界観を示そうとした。こうしたアプローチ
は，後に本質主義的であるとの批判を受けるが，環境
への愛着の重要性を示唆した研究の嚆矢であったと言
える。その後，多様な分野で地域への愛着に関する論
考が展開しており，例えば引地（2005, 2009）は，居
住年数が長いほど地域への愛着が強くなるという居住
年数効果の再確認や，地域への肯定的なイメージの獲
得が愛着形成において重要であるとの指摘，社会関係
や社会活動の多寡と地域への愛着の強弱に関係がある
ことなどを指摘している。また，地域への愛着を考え
る際には，愛着の対象が社会的環境と物理的環境に区
別されることについても言及している。他にも，地域
への愛着は，まちづくり活動等への参加の基礎となる
動機付けに関わるという指摘（藤目 2007）や，高齢
者の「生活の質」を高める指標として，地域への愛着
が重要であること（井出ほか 2014）などが指摘され
ている。またこうした地域への愛着が，居住地や職業
の選択に影響を与える側面があることも示されてきた
（竹内 1997，木島 2016）。愛情や自覚を培う方法につ
いては，ピエール・ノラ（2002）は大著『記憶の場』
において，身近な音楽や書籍，絵画や地名，イベント
やメディア等，様々な「場」を通じてフランスの国民
意識が構築されることを示した。我が国においても，
国家への愛着や国民としての自覚を構築する多様な実
践を想定し得る。しかし，現在の社会科教育におい
て，それらの構築を主たる目的とした学習活動が設定
されているわけではなく，第 2章で示したように，あ
くまでも「理解を通じた愛情」が想定されているのみ
である。
ここで，社会科の隣接教科に視点を転じてみる。小
学校低学年に配置された生活科は，1992年より完全
実施となった新しい教科であり，それまでにあった小
学校低学年の理科と社会科を廃止し，体験的活動を通
じて自立への基礎を養うことを目標とする教科であ
る。生活科においては，「自然，社会，自分自身を含
む身近な人」が学習対象とされ，身近な場所や人々に
親しみや愛着を持つことが目標の一つとされており
（現行の学習指導要領「生活」における内容（5）が該
当する），その目標を達成する手立てとして示されて
いるのは，「繰り返し関わること」（解説書 28 p.）で
ある。また 2017年 6月に公示された特別の教科道徳
では，「17伝統と文化の尊重，国や郷土を愛する態
度」（解説書 59-60 p）において，第 1学年及び第 2学
年では「児童が住む町の身近な自然や文化などに直接
触れる機会を増やしたり，そこに携わる人々との触れ
合いを深めたりすることで国や郷土への愛着を深め」
ること，第 3学年及び第 4学年では「地域の人々や生
活，伝統，文化に親しみ，それを大切にすることを通
して，郷土を愛することについて考えさせ，地域に積
極的に関わろうとする態度を育てること」，第 5学年
及び第 6学年では「機会を捉えて我が国の伝統や文化
などを話題にしたり，直接的に触れたりする機会を増
やすことでそのよさにについて理解を深めること」
と，それぞれに具体的な手立てが示されている。生活
科や道徳において，親しみや愛着，愛情を培う手立て
をまとめれば，第 1に「繰り返し触れること」，第 2
に「直接触れること」の 2点である。これは，別の言
い方をすれば，「実感を伴う学習活動」であると言え，
第 2章で示した社会科における「理解を通じて愛情を
培う」という手立てとは隔たりがあることが分かる。
「繰り返し触れること」については，地域への愛着の
居住年数効果と関連し，「直接触れること」は，例え
ば地域活動への参加が愛着形成につながるという既存
の研究における指摘にも対応している。また地域への
愛着は物質的環境と社会的環境のいずれも対象となる
ことを考えると，相澤（2017）において述べたよう
に，社会的環境として具体的な人物を取り上げること
で，地域社会への関心や愛着が高まる可能性があるこ
とも付記しておきたい。
5．「愛情」を育む手立て
ここまで述べてきた内容をまとめれば，①社会科の
学習指導要領には「理解によって地域社会・国土・歴
史への愛情が生まれる」と目標設定されているもの
の，「理解→愛情」という道筋には疑問がある。②学
甲南女子大学研究紀要第 54号 人間科学編（2018年 2月）２０
習指導要領には「地域社会・国土・歴史への愛情」と
は何かが定義されていないが，「学習活動の後も継続
する高い関心」と読み替えることで具体的な手立てを
考えやすくなる，③地域への愛着は「繰り返し関わる
こと」「直接経験すること」ことが重要である，とい
う 3点を指摘してきた。それでは実際に，小学校にお
ける社会科教育の学習指導において，どのような手立
てが考えられるのであろうか。
社会科の学習目標における「理解」と「態度」の関
係について，森分（1996）は，「自分たちの生活が，
なるほど，地域の人々の協力や努力によって支えられ
ていると納得されるとき，そして，すでにそうした活
動をしている児童がいることを知るとき，自分も協力
し努力しよう，したいという意思と感情が育つと考え
られるている」「特産品が人々の工夫や努力によって
生産されていること，そして，地域の歴史や文化財，
年中行事にかかわる人の願いを知れば，地域を大切に
しようとする心が育つであろうというわけである」と
説明する。第 2章で示した通り，改訂された新しい学
習指導要領の社会科の目標においても，従来同様「理
解を通じて愛情・自覚を養う」という構図は維持され
ているが，理解した学習対象と学習者自身のつながり
が実感できなければ，愛情や自覚が育つことは期待で
きない（第 1図）。
別の言い方をすれば，内在論的な社会認識が獲得で
きる授業計画を検討する必要があるということであ
る。これについては，第 3学年以降に配置された社会
科の前段階にあたる生活科授業で培われれば十分であ
るということではなく，社会科の都度都度の学習活動
において，自身と学習対象とのつながりを実感するこ
とが重要となる。
実感を伴う社会科の授業実践については，既に多く
の知見が示されてきた（例えば社会科の初志をつらぬ
く会 1989）。実感を伴う実物教材の提示からはじま
り，体験型学習，参加型学習，課題解決型学習等の学
習形態，さらには劇化やプレゼンテーション型の表現
活動等も，学習者自身と学習対象のつながりを意識さ
せることが期待できる。新しい学習指導要領に謳われ
た「主体的・対話的で深い学び」には，本稿で述べた
問題意識や方法論を共有する部分もあろう。こうした
学習活動は，とりわけ第 3, 4学年の身近な地域や市
町村レベルの学習活動においては比較的取り組みやす
く，学校の枠内に留まらないような，原口・山口
（2010）が示すカルタ遊び等の郷土文化と深く関連す
る実践もある。一方で，第 5, 6学年に配置された産
業分野や歴史，公民分野の学習においても，学習者と
学習対象のつながりを強く認識させるような工夫が求
められる。その際には，前章で示したような，「繰り
返し関わる」「直接関わる」という側面を重視したい。
間森（2012）は，地域学習において特に活用されるゲ
ストティーチャーの活用，市町村史や古地図，古写真
などを産業学習や歴史学習の分野にも活用する工夫を
紹介している。こうした身近な資料を掘り起こして活
用する力が授業者に求められることは言うまでも無
く，またそうした授業に活用できるローカルな教育資
源の拡充も今後の課題となろう。
6．結 論
地理学者の森正人（2017）は，戦前の愛国的な教育
活動において繰り返し取り上げられ顕彰されてきた楠
木正成が，当時，映画化や博覧会展示，メディアイベ
ントにまで展開され，愉楽を提供する題材とされなが
ら「大和魂」の醸成に活用されていたことを指摘す
る。そして，現代の道徳教科書の中にも，一部のもの
については，「史実ではなく社会的要請に応じた物語
の解釈を優先する態度」があることを批判している。
本稿は，社会科における「地域社会・国土・歴史への
愛情」をめぐる問題を取り扱い，社会科教育の実践と
してどのような手立てが求められるのかについて検討
を行った。「愛情」の問題は，愛国心への警戒感から
タブー視されがちであるが，社会への関心や主体的市
民の育成という側面に着目すれば，重要な役割を見い
だすことができる。その一方で，例えば学習活動にお
いて，歴史上の人物を安易に英雄化することや，自地
域の優位性を強調して優越感のみを植え付けるような
方法も厳に慎む必要がある。学習者と学習対象のつな
がりを実感させる授業実践を目指しつつも，これまで
の社会科教育において積み上げられてきた科学的な社
第 1図 愛情や自覚を獲得する学習活動と学習対象の関係
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会認識の獲得を目指す豊かな学習実践を展開するとい
うバランス感覚が，授業者においてますます求められ
るのである。
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